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平
成
五
年
四
昆
、
裏
地
で
法
人
鯵
可
善
と
し
て
再
 
 

出
発
し
た
「
も
み
じ
筆
。
 
 
 

市
内
で
♯
初
の
嚢
卓
の
楊
‡
醇
の
展
 
 

開
の
束
に
、
市
内
で
初
ぬ
て
学
会
可
を
兼
た
し
て
か
ら
、
 
 
 

こ
の
三
月
で
沸
五
才
を
迎
え
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
霊
夢
の
書
簡
、
遅
々
と
し
た
苦
、
微
々
た
 
 

る
成
果
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
†
し
て
虔
人
化
 

は
コ
ー
ル
で
は
な
い
】
を
墓
に
、
日
常
切
実
践
の
向
上
、
 
 

憂
降
着
者
の
芸
・
活
動
の
場
の
発
地
域
生
活
の
 
 

奮
の
蒼
な
ど
を
目
顔
し
て
書
蓼
し
た
。
 
 
 

区
切
じ
と
な
争
】
の
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
成
果
を
 
 

ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の
複
願
と
日
操
を
確
か
あ
合
う
機
会
を
 
 
 

も
ち
た
い
。
せ
れ
ら
を
、
法
人
化
蓬
じ
め
と
す
る
様
々
な
 
 
 

取
り
組
み
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
人
々
と
共
 
 

感
し
あ
え
る
ヰ
を
作
じ
た
い
と
い
う
露
嵩
ま
り
讃
し
毎
 
 
 

号
し
て
、
平
鹿
九
年
七
環
「
五
周
年
記
念
事
業
推
進
章
 
 

魚
声
か
結
成
さ
れ
、
「
三
つ
の
事
業
と
二
つ
の
．
発
声
と
 
 
 

い
う
記
念
上
薬
全
体
を
決
定
し
、
以
降
、
三
言
妻
掌
れ
 
 

ぞ
れ
に
凄
歪
責
会
を
作
っ
て
進
め
ら
れ
夢
レ
た
一
 
 

一
一
r
の
i
■
 
 

先
進
施
設
の
裳
践
に
学
ぼ
う
と
、
ゆ
た
か
福
祉
会
・
福
祉
材
建
 
 

設
費
員
草
深
邑
妻
子
き
ん
を
掃
い
て
二
二
月
八
日
、
広
島
市
 
 

大
い
に
嬰
ん
だ
 
 

（
募
8
国
と
も
コ
ン
・
第
三
部
よ
り
）
 
 
 

立
藻
草
枚
に
て
開
催
。
 
 

鶉
在
建
設
中
の
、
真
皮
障
尊
者
も
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
盈
写
 
 

く
り
ぞ
あ
り
、
稽
牡
と
町
牽
J
し
・
材
お
こ
し
が
合
体
し
た
「
福
 
 

祉
蓮
し
を
中
心
に
譲
渡
頂
き
、
多
く
の
我
執
を
樽
ま
L
た
せ
 
 

辞
し
く
は
踏
雪
ご
覧
下
さ
い
）
 
 

小
記
章
姜
員
傘
℡
は
、
そ
の
蓋
嘗
・
目
的
督
 
 

①
も
み
じ
作
貴
所
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
語
義
の
確
認
と
と
も
 
 
 

に
成
果
と
汲
親
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
に
ゅ
 
 

⑧
単
な
る
歴
史
年
表
で
な
く
、
蒋
束
の
夢
を
蘇
れ
、
ま
た
将
来
に
 
 
 

お
い
て
も
、
繰
り
返
し
立
ち
窮
づ
て
方
向
を
確
認
で
き
る
バ
イ
 
 
 

ブ
ル
と
な
る
よ
う
な
も
の
に
9
 
 

⑳
広
く
読
ま
れ
、
広
島
の
降
車
者
稲
社
関
係
者
を
勇
気
づ
け
る
も
 
 
 

の
に
。
 
 
 

と
高
く
大
き
く
掲
げ
、
企
画
内
容
を
、
次
の
≡
部
樽
成
と
し
ま
 
 

し
た
。
 
 

・
第
Ⅰ
都
‖
過
去
編
／
±
ニ
年
に
わ
た
あ
無
藷
可
時
代
を
 
 

「
と
も
コ
ン
」
を
遷
し
て
菅
過
る
「
と
も
コ
ン
物
置
 
 

・
第
召
都
‥
現
在
鋪
／
も
み
じ
福
祉
会
 
 

五
年
の
実
践
を
薫
す
る
喜
 
 

・
符
［
菰
‖
歪
／
も
み
じ
福
祉
会
の
 
 

将
来
に
つ
い
て
語
る
廃
液
毒
 
 
 

な
ん
と
か
四
身
二
十
六
日
の
革
六
固
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
に
 
 

間
に
合
わ
せ
た
い
と
頑
張
巧
ま
し
た
が
成
し
得
ず
、
と
打
あ
え
ず
 
 

第
一
巷
と
し
て
、
四
月
二
十
大
日
に
は
「
第
王
邪
‥
適
意
声
 
 

巧
み
を
券
刊
行
し
ま
し
た
。
 
 
 

将
蒜
想
第
一
斯
五
か
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
薫
と
し
て
、
 
 

四
月
二
十
六
日
、
厚
生
年
金
会
館
で
関
催
。
法
人
認
可
運
動
を
押
 
 

し
進
め
た
「
ょ
も
コ
ン
」
。
倍
耗
の
テ
ー
マ
「
働
く
着
げ
・
生
き
 
 

る
音
び
を
取
に
」
と
と
も
に
、
要
の
仲
間
申
夢
や
覇
い
を
歌
に
 
 

し
て
訴
え
ま
し
た
。
当
日
は
手
七
墓
の
参
加
で
大
成
功
。
 
 

辞
し
く
は
〓
ユ
ニ
函
篭
ご
覧
下
き
巴
 
 
 

■
を
形
に
′
 
 

し
っ
か
り
指
針
を
 
 

鞠幸と阜もlこ、便瞬のスイングアウト  
（粛8固ともコン・第二濁よU）  

も
み
じ
作
業
所
の
発
足
か
ら
、
法
人
化
を
達
成
す
る
ま
で
の
運
 
 

動
と
過
程
が
、
読
み
や
す
い
物
語
と
し
て
親
ら
れ
で
お
り
、
「
お
 
 

も
し
ろ
い
」
「
教
訓
に
満
ち
て
い
る
」
と
好
評
で
す
二
型
一
首
 
 

円
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
哉
下
巻
い
9
 
 
 

現
在
、
節
五
節
・
努
Ⅲ
部
に
り
い
て
も
制
作
中
で
す
8
近
彗
 
 

三
徹
そ
ろ
っ
た
小
敵
食
詰
皇
議
さ
せ
ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
も
 
 

ぜ
ひ
ご
購
汲
頂
き
ま
す
碁
り
お
瀕
い
し
ま
す
鼠
 
 

一
ア
の
l
r
 
 

広
島
市
在
住
の
著
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
譲
重
日
生
き
ん
が
、
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
揚
力
と
し
て
、
「
も
み
じ
の
伸
㈲
た
ち
の
明
る
き
や
、
 
 

入
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
も
み
じ
布
牡
声
を
イ
 
 

メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
下
さ
い
ま
L
た
。
 
 
 

関
係
者
一
向
大
喜
び
、
当
季
判
決
第
±
l
書
及
び
公
望
芸
革
 
 

もみじ福祉会の日揮すもの  

私たもは、障春着も含めた地域や生活するすべての人たち軌文化的で  
平和な環境の下、自らの心と身体、そして人生の主人公として暮らやるた  
めの振合線な御株障を目滑し、以下の事に取り紅みます。   

1．仲間（利用者）め生きる力の充実と生活の質の向上を目指します。  
Ⅲ自分の陛書の理軌自律性や主体性の獲得、健康ヤ学力の向上など、   

仲間（利用都の生きる力の獲得・拡大忙取り組申ますや   
潮僻瀾（利用者）が、社食の構成負にふきわしい政治・経済・文化など、   

社会の会場両に参加できるよう取り組みますd  

（怠榊開聞用都にとってより聾草しい（安心・安全・快適な）生活の   
あり方の研究と実現に取り組みます。   

2．地蔵の生活と福祉の向上への貢紡を目指します。  
（1）もみじ福祉会の持づ施設∴情報、人材を活悌して、地域の稲牡的ニー   

ズに応えられ考よう取り組みます8  

（2〉障害者が、隙書を理由とする社会的不利を破ることなく、地域生活を   
おくれるよう、各種の障壁をなくすとともに、必要な援助が必要をと   
きに必要なだけ受け入れちれるような制度・政策の充実Lた住みょ   
い地域づくりに取り組みます。   

㈱暴力や不正、貧困や無知など、障害者を生み出すことにつながる、あ   
らゆる環掛こ反対し、これらを無くしぜいくよう取り組みますヵ  

3．事業の民主的な運営と埠威の諸団体とめ協力・共伺を大切にします占  
（1瀾聴音が、持てる知恵とカを十到こ発揮・結集できるよう、一人一人   
の考えや気持ちが尊重され、自由にものの言える事業運営に取り組み  
ます。  

（g）みんなの廉いや要求を実現していくために、思想僧条の違いを超えて、   
地域の諾由体との協力・共同に取り胤みます。  

4．以上の取り組みを充実・発展させてV－くために、これちの実碗の要と   
なる、職員の、障害や発達保障、福祉ヤ障寄者運動について鱒専門性  
の向上につとぬます。  

一
巻
「
簾
Ⅰ
部
‥
準
秦
野
 
 

の
表
紙
に
お
い
て
も
発
表
さ
せ
 
 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
さ
 
 

今
後
、
も
あ
じ
作
業
静
の
い
 
 

ろ
い
あ
な
企
画
や
商
品
に
い
ろ
 
 

ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
彗
ン
℡
使
用
 
 

き
せ
て
嘗
す
。
 
 

も
み
じ
作
業
所
・
が
ん
ぼ
る
作
薦
所
が
競
合
き
れ
て
五
年
。
そ
 
 

れ
ぞ
れ
が
狩
っ
で
い
た
ズ
ロ
．
－
ガ
ン
壷
愈
を
統
合
し
た
「
も
み
 
 

じ
稲
祉
会
の
均
ざ
す
も
の
」
を
作
ろ
う
と
、
断
簡
蘭
な
が
ら
四
年
 
 

余
に
も
及
ぷ
軒
革
の
結
集
、
や
っ
と
完
成
を
見
ま
し
た
。
 
 

こ
の
「
め
ぎ
す
も
ぞ
を
、
こ
の
機
会
に
螢
に
発
表
し
よ
う
と
、
 
 

先
秒
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
同
じ
く
、
小
記
念
疎
竺
琴
「
許
Ⅰ
部
 
 

‥
過
安
野
に
で
発
表
し
ま
し
た
Ⅷ
木
蘭
に
も
鵜
げ
て
い
ま
す
。
 
 

ぜ
懲
－
覧
下
さ
い
や
 
 

常
に
二
め
ざ
す
も
の
し
を
愈
滴
に
置
き
、
あ
る
い
は
「
め
ぎ
 
 

す
も
㌘
に
立
ち
返
り
な
が
ら
歩
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

乳脂ともコシー第三揮ダンボール作業の秦濃）  



「がんばろうや」平成10年6月号 別刷  

財 産 目 録  
平成10年き月3L日 現在  

社会福祉法人 もみじ犠祉余  
∧
お
し
ら
せ
∨
 
 
 

平
成
9
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
も
み
じ
福
祉
会
事
務
所
に
て
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 
 

皿、負債の割   
1、借入金  

綬償資金借入金  

l、資産の彿   

1、建   物  

（借入先〉社会欄祉・医療事業団  

（借入牢）平成4年  
く借入額）叫脚，000円  

4．110．036円  

才35▲ 177円  

1．808．11白円  

第一もみじ作業所・第二もみじ作巣所合築地硯  
鉄筋コンクリート造二階達て 延べ粛清1098．8gOn†  

2、未払金（別表 ア）   

a、1反受金（別表 8）   

4、預り金（別表 9）  

2、固定資産物品   

カニ柄、授産機誰等（別表 1）   

a、その他の固定資産（別表 2）   
基本財産、積立金、線化工事澤  

4、権   利  
電薇加入権3台  

6，立 替 金 （別表 8）   

6、兼 収 金 脚ー衰 4）   

1－3月分措置♯精算分、その他   

7、仮 払 金 問懐 6）   

8、預   金 （別表 6）   
普通、定期預金   

9、有価旺券  

68．652．86之円  

6、引当金  
人件費引当金 第一施設 11，3間，000円  

第二施股  ユ．q（札000円  
修繕引当金  第一旅枕  2．7帆000円  
捜産材料引当金  3机261円  

29已．888内   

合計  7＄  
5．勺82．494p］  

17．78d円   

22．1885．80：）円  

0円  

ⅡL絶財産の純   

1、基 金  

基本朋雇基金 （積金および建物  219．10仇440円）  

運用財産基金 佃定資産物品、書館加入権、外構 87，693．723円）  

2、精立金   

閣定負債積立金  △52．500，000円   
穫牧羊l立金  32．9叫884円   

その他の積立金  18．100，∝粕円   

8、塀金 （別表10）   
前期繰越金  15，びl．850円   

当期繰越金  7．456，02β円  

10、現   金  

第一施課金計 2t）．617円  
第二地役会計 50．000円  

70．617円  

産合計  399  

且ニヒ！撰コ互且二1二】睾こ1ヒ  

（自 平成¶年1月1日）  
（重 平閲○年，月ヨ11ヨ）  

卒；寧脚喪  

社会触法人もみじ福祉会  （平成10年8月き1日現在）  社会椙址法人もみじ禰御霊   

借  方  貸  方   

科  目   金 萄∃   科  目   金 槻   

81寧 樹 貴 支 出   377．988  l1補 助 金 収 入   3．879．帥0   

01役 員 報 酬   0  01地方公共団体捕肋金収入   い雨．D00   

02職 員 錦 絵   ¢  OZ公益糠捕肋金収入   8   

8き職 員 堵 手 当   口  堤寄 付 金 収 入  8，T70．象31   
81鑑  金   B  01寄 付 金 収 入   3．川＝闇   

05法 定 福 利 曹   n  OZ特別寄付金収入   

朗厚 生 経 費   n  13繰 入 金 収 入   l．26ロ．山川   

OT娼腱与及び引当金繰入   0  Dl悩創始酎礫入金収入   巾   
08旅  費   81，川○  ¢2轍会計繰入金収入   1．ヱ軋080   

研一 般 物 品 せ   8  現細 ＋即  入   l．】81．丘10   

1‖計定資産物品費   ○  01雑  収  入   202．d、12   

11印 刷 製 本 製   0  02峨員給食親等   0   

1Z光 熱 水 斐   ○  ¢3運 用 収 入   9†，．098   

17燃  料  費   0  d5引 当 金 戻 入   

11会  議  費   Z18．T30  Ol退職給与引当金戻入   
15修  繕   せ   n  08特定引当金戻入   

18投  機  ∬   丁．D55  18敗傭資金借入金収入   0   

17借 料 楓 料   0  01紋術資金借入金収入   

18練  磨   12ヱ．973  iT積 立 金 戻 入   
8Z元 利 償 還 金   5．朋吼OM  81建牧積立金戻入   8   

81役僧資金伶人金柑金   3．600．山川  qzその他の積立金撰人   0   

02利  子   2，4gZ．0ロー  

さ3繰 入 金 支 出   引川．00¢  

01徴会計繰入金支出   50机○叩  

02榊日金折線入金支出   0  

すl雑  支   出   ¢  
81雑   支  出   0  

陀特定引当金繰入   8  

35固定資産取得せ   8  

m固定資産政経貞   

‡8積 立 金 繰 入   

M捜股積立金繰入   ○  
○立その他む積立金繰入   8  
小  計   8．86g．988  

訂7当 舶 繰 越 金   2．120．掴6  

81当 斯 繰 越 金   2．4Z軋808  

合  軒   9．290．714  合  計   8．Z98．Td」  

借  方  貸  方   

科  目   金 額   科  目   金 額   

01漁 期 資 産   8．D33．一87  11流 動 負 債   2．800   

0】現  金   B  01経常資金借入金   

D2広黒松合甘邁預金本部   8S．137  小三未  払  金   2．5DO   

03広島総合定期預金   8．帥0．0¢q  03未 払 賀 用   

03有 榔 配 券   ロ  仙仮  受  金   8   

04立  替  金   ¢  05摂  り  金   

D5仮  払  金   ロ  ¢6前 受】択 益   

l．    揖■■■■E   ¢  椚地殻会計借入金   

PT前 払 紫 川   0  08樽別会計借入金   0   

08貸  付  金   ロ  ¢9その他の娩軌負債   0   

09施股会計貸付金   ロ  1Z画 定 負 債   5Z．川0．000   

10特別会計貸付金   ロ  01披柵資金借入金   5Z．甜0．000   

11未  収  金   ロ  1‡引  当  金   

12その他の泳動資産   ¢  01適職給与引当金   

OZ固 定 賃 虚   Z88．12§．482  02特 定 引 当 金   

即座  物   已18．1叩．118  負債合計（A）   52．甜Z．500   

02固定資産物品   ○  一之1基  金   ヱ22．091．6け8   

0】土  地   ¢  Ol基本財産基金   21g．100．148   

04建 設 仮 勘 定   n  ロ2運用財産基金   Z．ggd，1‖   

P5梶  糾   298．888  2写積  立  金   －8．1悶．116   

08投資有価証券   ロ  01建 設 積 立 金   関川叩．8占4   

07モの他の固定資産   49．7Z，．4別  D2画定負債積立金   －5Z．500．000  

83その他の積立金   13．1帆008  

Z3躁  越  金   8．830．閃T  

¢1前 斯 拷 越 金   6．610．131  

02当 期 繰 越 金   2．d祁．8Dl  

枇財産合計（b）   ZZ3．656．89g   

資 産 合 計   278．1～札88g  負紺純財産合計川十8）   2T8．1札899  



第一施設会計う旨イ菅対照表  類字一施設会計収支計算書  

（自 平成9年4月1日）  
（至 平成10年3月31日）  （平成10年3月31現在）  第一もみじ作業所  第一もみじ作業所   

借  方  貸  方   
科  百   企  槻   科  目   金  朝   

占1流 1魯  資 産   12．874．†78  亭l流 j動 員 」賛   l．0ヨl．†77   

¢1現  金   已8．617  ○Ⅰ未   払   金   2．門5，168   

02広劇亀合普轍1   塁，185．7拍  80仮．・完 東  金   

01Ⅰ左上総合定期預金   e．ロ0乱川D  02預   り   金   1．298．818   

＝郵便甘i毛頭金   651．鱒○  け8聯I 愛 眼 益   0   

83有  価 一正 券   ○  04本部会lけ憺人卑   □   

‖l ▼     ■二      昔   l℡．502  08その他の流動鼠イ責   

那仮   払   金   ○  も2引   当   金   1疋W札ODq   

（川前  払 費 用   D  Dl人件費引 当傘   11．80ロー808   

○墓本部会叶貸付金   0  陀修 繕 引 当 金   2．708．00q   

06未   収   金   8．5ヰT．0‡○  D3償品等妊■入引当金   8   

8†その他の流j掛賢慮   D  鼠イ★舎】什 くA）   1」l．0き4．777   

机仁臨l 定  常 】ま   軸．1も8．8TO  71運用 肘】蜜基金   iu．H柑．田口   

81固 定賓崖物品   lき．利札甘川  ○Ⅰ三■用財産基金   44．川き．8T（I   

02その他の固定資産   14．王ほ8．5脚  丁2椅  越  金   8．も40．8ロ2  

D 3．g71．018  

陀当 舶 繰 越 金   4．別路．g83  

純財産合l十（B、）   82．80き．さ†2   

資 産 合 l十   70．888．い柑  負債・j陀礪合l十（Å＋B）   7（】，838．引用   

80條繕貴（集）   88．TT5  

叩pll嬢 コ脂 墓■ 賛   封柑．81†  

05】椎  資   30．000  

さ41黒 人 金シ 表：也   l．Z88．00【I  

81棚書十i絶入金支出   Ⅰ．288．00（I  

も5引 当 金 繰 入   780．80（l  

01人件手引当金繰入   0  

oz臆繕引当金無人   700．000  

け3備品棚久一引当金1絶入   ○  
′ト  璽十   78，引持し引川  

8名当 加 丑 一也 金   4．868．g雨  

81当 期 無 線 金   4．引用，989  

計   8l．0‘2．▲88  台  l十   山．耶Z．188   

第二施葛安食計収支計蓮華二＝春  第二施雷受会計貸借対月弔表  

（自 平成9年4月1日）  
（重 平成10年3月31日）  第二もみじ作業所  第二もみじ作業所  （平成10年3月31現在）  

①5二経  堂   ○  
81i故 人 金 支 出   P  

01本邪金訂十組入金妾出   0  

8五引 当 金 j県 人   ロ  
¢1人件濃引当金績人   ロ  
朋」姦錮引当金繰入   0  

8℡個■品等欄入引当金繰入   P  

′】、  芽十   15．08S．1tけ  

息‘当】研 繰 越 金   1351之6  

01当 期 縄】地 金   1粥．426  

舎  jけ   lち．220，専83  合  5汁   15．2Z¢．513  

借  方  貸  方   
科  目   食  糧   科  目  金  雀躍   

51洩 上島 Jた 産   8．185．13」  61流 】飴  色 イ暮   l．102．jll   

01現  会   SD．008  01末  。払   金   59‡，且10   

02広蜘沓軸史2   308．585  00仮   受   金   0   

0亨広島粗合字≡】研】賓金   8．000．000  Q2閤   り   金   SOさ．501   

D4！邸 便普通預金   之¢g．100  別一打I 受 収 益   0   

0き有 価 l正 券   ロ  84水割金；汁借入金   8   

00二立   替   金   ○  略その他の毒耗き勤負債   D   

do仮   払   金   1．008  t2引   当   金   iさ¶叩．飢沌   

（川前  払  費 用   0  Dl人件賃引当 金   3，000．0叩   

0写本即金叶1手付金   ○  8Z跡 繕 引 当 金   ○   

旧来   収   金   1．朋札1耶  Dヨ庸品等購入引当金   ¢   

各署匡l 定 資 産   12．粥8．685   負債舎才十（A）   l．10Z．き11   

01画 定資産物品   Jg．244．185  Tliよ用財産基金   叩．8拍．朗5   

OZ そのイ由の匝【定黄塵   3．61島．占00  肌∴運 用 肘l壷基金   閃．鳥6机68ざ  

72、級   越   金   l・38之・甲a  

01前 期 闊 錮 金   l．247．如7  

【】当 職 ■ 麟 ■   185・ 

絶財産舎l十（B）   4l．24す．508   

資 産 合 E十   48．315．819  負債・耗財】豪合農十くÅ十B〉   48．3d5．819  
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吋 贈贈物亀筋愚萄曙軸  
㌔   

法
人
化
後
の
こ
の
五
年
陶
、
 
 
 

「
む
み
じ
は
ど
う
し
と
る
ん
 
 

や
？
」
感
人
化
し
て
か
ら
音
 
 

沙
汰
が
な
い
け
ど
、
と
も
コ
ン
 
 

は
も
う
や
ら
ん
の
ん
か
？
」
と
、
 
 

こ
れ
ま
で
「
と
も
だ
ち
コ
ン
 
 

サ
ー
ト
」
を
通
じ
て
法
人
化
連
 
 

動
を
支
え
て
頂
い
た
多
く
の
人
 
 

か
ら
「
と
も
コ
ン
」
の
復
括
と
 
 

も
み
じ
の
近
況
蓉
気
に
か
け
て
 
 

頂
い
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
も
み
豊
新
で
も
、
 
 

仲
間
か
ら
「
と
も
コ
シ
を
や
り
 
 

た
い
ぬ
」
と
い
う
声
が
次
第
に
 
 

高
ま
り
、
つ
い
に
今
年
四
月
、
 
 

五
周
年
記
董
の
企
画
の
一
 
 

っ
と
し
て
、
ま
た
後
援
螢
の
事
 
 

業
活
動
と
し
で
「
と
も
だ
ち
コ
 
 

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と
 
 

長
な
り
ま
し
た
冷
法
人
化
運
動
 
 

の
中
核
と
L
て
こ
れ
ま
で
位
置
 
 

づ
け
て
き
た
「
と
も
コ
ン
」
で
 
 

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
将
来
構
想
 
 

検
馨
会
で
第
一
期
五
分
年
 
 

計
画
を
打
ち
出
毒
で
も
あ
っ
 
 

た
た
め
、
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
 
 

ト
を
通
じ
て
法
人
化
彼
の
練
子
 
 

や
、
将
来
構
想
を
発
表
し
、
引
 
 

き
続
量
援
と
協
力
を
啓
え
て
 
 

い
く
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
ま
し
た
也
 
 
 

な
に
ぷ
ん
五
年
ぶ
り
の
コ
ン
 
 

サ
ー
ト
の
た
め
、
職
員
の
な
か
 
 

で
も
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
を
 
 

敢
験
し
た
こ
と
の
な
、
い
人
が
半
 
 

数
近
く
と
な
け
三
と
も
コ
ン
」
 
 

5
年
ぶ
り
′
 
 

「
と
も
コ
ン
L
だ
／
 
 

の
未
た
し
た
復
刊
特
徴
、
成
 
 

東
を
ど
を
ビ
デ
オ
で
見
た
り
、
 
 

経
験
し
た
馳
貫
か
ら
菅
附
い
 
 

た
り
し
な
が
ら
、
ま
ず
ほ
職
員
 
 

わ
「
と
も
コ
ン
や
ろ
う
」
と
い
 
 

う
気
持
ち
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
 
 

し
ま
し
た
¢
 
 
 

仲
間
の
会
に
捷
棄
す
る
と
 
 

「
よ
っ
し
ヤ
ー
、
と
も
コ
ン
ま
 
 

た
や
れ
る
／
」
と
、
大
き
な
歓
 
 

声
が
上
が
ゆ
兼
気
込
み
が
し
っ
 
 

か
り
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
藻
 
 

護
着
金
で
は
、
「
こ
り
や
大
変
 
 

な
こ
と
に
な
っ
た
ぞ
L
と
い
う
 
 

声
な
き
声
を
感
じ
ま
し
た
）
。
 
 

♪
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
夢
を
か
た
ち
に
♪
 
 

ぼ
＜
う
の
街
に
ク
ル
斗
フ
ホ
ー
ム
 
 

わ
た
し
の
備
に
身
障
ホ
ー
ム
 
 

夢
を
か
た
ち
に
ク
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 
 

夢
牽
か
た
ち
に
身
障
ホ
ー
ム
 
 

吉
あ
、
か
み
だ
嘗
つ
 
 

勇
気
を
出
し
て
 
 

き
あ
苧
を
つ
な
言
つ
 
 

さ
あ
′
チ
ャ
レ
ン
ジ
／
 
 

ぽ
＜
ら
の
ね
が
い
は
 
 

み
ん
な
心
拍
が
い
 

み
ん
な
で
撃
又
は
夢
は
叶
う
芭
 
 

実
行
資
金
発
雷
は
、
 
 

事
務
局
担
当
の
職
員
が
は
じ
め
 
 

て
経
験
す
る
人
ば
か
り
と
い
う
 
 

こ
と
も
あ
り
、
手
探
り
妾
で
 
 

の
ス
タ
ー
ト
や
し
た
が
、
「
あ
 
 

奏
で
も
な
い
」
「
こ
う
で
も
な
 
 

い
」
と
、
知
恵
を
出
L
合
い
、
 
 

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
い
た
外
部
 
 

の
人
た
ち
に
享
え
ら
れ
、
準
備
 
 

を
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 
 

こ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
の
み
ん
な
 
 

で
作
り
上
げ
る
「
と
も
コ
ン
」
 
 

実
行
霹
靂
貪
発
走
 
 

練
習
剛
始
 
 

な
ら
で
は
の
特
 
 

徴
と
実
測
が
 
 

あ
っ
た
か
ら
だ
 
 

と
思
い
ま
す
。
 
 
 

そ
ん
な
申
、
 
 

一
番
菅
野
っ
 
 

て
い
た
の
は
仲
 
 

間
た
ち
で
オ
ー
 
 

プ
ニ
ン
グ
の
和
 
 

太
鼓
の
練
習
、
 
 

夜
の
取
の
練
習
、
 
 

飴
詞
覚
え
と
、
 
 

r
と
も
コ
ン
」
 
 

漬
け
の
毎
日
を
 
 

楽
し
ん
で
い
ま
 
 

L
た
（
勿
論
、
 
 

作
曲
陣
に
も
、
新
た
に
仲
間
 
 

の
知
り
合
い
の
中
川
き
ん
や
、
 
 

第
」
部
に
友
情
出
演
し
て
い
た
 
 

だ
い
た
「
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
旨
ン
」
 
 

の
金
川
さ
ん
な
ど
軒
七
人
の
人
 
 

た
ち
が
曲
作
り
に
か
か
わ
っ
て
 
 

下
さ
い
ま
し
た
せ
演
歌
に
ワ
ル
 
 

ツ
、
ブ
ギ
な
ど
色
々
な
ジ
ャ
ン
 
 

ル
の
曲
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
と
 
 

も
コ
ン
L
な
ら
で
は
の
バ
ラ
エ
 
 

テ
ィ
に
飛
ん
だ
曲
と
多
く
の
人
 
 

に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
「
と
 
 

習
に
「
仕
事
の
 
 

疲
れ
も
吹
っ
飛
 
 

ぎ
と
夜
の
練
 
 

習
も
た
く
さ
ん
 
 

の
方
に
、
露
 
 

し
て
い
た
だ
き
 
 

ま
し
た
。
 
 

毎
8
の
仕
菅
手
抜
き
は
し
ま
 
 

せ
ん
）
留
 
 
 

今
回
喝
こ
れ
ま
で
も
歌
作
 
 

り
を
始
め
、
愈
蘭
の
雷
撃
っ
 
 

て
い
た
だ
い
て
い
た
音
楽
セ
ン
 
 

タ
ー
の
薪
江
き
ん
に
加
え
、
口
 
 

田
中
学
校
の
漬
舶
部
の
顧
問
を
 
 

さ
れ
て
い
る
近
江
先
生
に
も
企
 
 

画
に
参
加
し
て
い
た
だ
阜
お
 
 

二
人
の
緒
獲
で
歌
ヤ
台
詞
の
練
 
 

習
を
行
い
ま
し
た
？
重
大
の
 
 

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
練
 
 

人の大合唱慶で歌小ました ♪＃♭♪♯』♪  

酢
㌧
総
「
ま
つ
濃
蓼
 
 

で
＃
高
け
、
そ
の
他
に
も
こ
 
 

れ
ま
で
ず
っ
と
も
み
じ
を
応
援
 
 

し
て
い
た
だ
い
た
団
体
に
よ
為
 
 

演
奏
、
合
唱
、
民
凝
、
和
太
鼓
、
 
 

な
ど
な
ど
華
や
か
℡
楽
し
い
舞
 
 

台
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
や
 
 
 

墜
廟
は
、
会
場
の
み
な
き
 
 

ん
と
歌
い
ま
し
き
つ
…
と
い
う
 
 

コ
ー
ナ
」
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
未
 
 

申
さ
ん
の
絶
妙
な
拇
導
で
奉
の
 
 

歌
を
取
っ
て
会
場
を
和
や
か
に
 
 

し
ま
し
た
8
 
 
 

様
々
な
準
備
や
練
習
を
軍
功
 
 

月
に
わ
た
っ
て
行
い
な
が
ら
、
 
 

四
月
二
士
典
晶
に
広
島
摩
崖
 
 

墓
館
に
て
癌
大
国
と
も
 
 

だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
L
が
開
催
さ
 
 

れ
ま
し
た
q
 
 

第
一
鱒
オ
ー
プ
ニ
ン
ダ
で
 
 

も
コ
ン
」
の
特
徴
が
お
お
い
に
 
 

示
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

い
よ
い
よ
本
書
′
 
 

4
月
祁
8
 
 

α㌢き）  

Lこ●ものL巧か山む9・3肘一九   

や射咤抑再憫．  
は¶▼∫）  

叫憲咄扁由  
サIk招・ざ仇如少もか“甘い馬   

払1細hげ干し場ねL臨   
も拍せ・摘伊乱撃∫恒馬  

も
み
じ
の
仲
間
 
 

と
太
鼓
サ
ー
ク
 
 

ル
「
席
」
の
み
 
 

掌
ん
と
の
ジ
ョ
 
 

イ
ン
ト
に
よ
る
 
 当

日
は
、
千
七
雷
名
の
讐
 
 

（
関
係
者
含
む
）
に
来
場
い
た
 
 

だ
き
、
大
成
功
に
替
え
誉
】
と
 
 

が
出
来
ま
し
た
b
そ
し
て
何
よ
 
 

り
隣
し
か
？
た
の
は
、
事
前
の
 
 

マ
ス
∴
コ
ミ
の
宣
伝
を
見
互
二
次
 
 

の
方
か
ら
「
障
害
児
を
持
つ
観
 
 

で
す
け
ど
、
ぜ
ひ
見
に
布
き
ま
 
 

す
。
頑
張
？
て
下
さ
い
」
と
い
 
 

メ
イ
ン
の
孝
二
都
の
骨
咽
構
 
 

成
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
夢
を
か
た
 
 

ち
に
」
は
、
詔
干
で
法
人
化
の
 
 

取
り
組
み
を
振
や
返
る
と
と
も
 
 

に
、
そ
の
後
め
仲
間
の
様
子
や
 
 

仕
事
の
紹
介
を
し
た
り
し
ま
し
 
 

た
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
将
来
 
 

構
想
の
第
一
弾
と
し
で
掲
げ
て
 
 

い
る
私
た
ち
の
願
い
で
あ
る
 
 

「
ダ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
1
身
簡
 
 

ホ
ー
ム
」
作
り
に
向
け
て
の
思
 
 

い
を
、
保
護
者
や
仲
間
の
作
詞
 
 

し
た
「
そ
よ
か
ぜ
夢
仲
野
ヤ
 
 

「
チ
ャ
レ
ン
ぎ
め
歌
に
託
し
 
 

で
、
伸
喝
保
護
者
、
職
員
を
 
 

は
じ
め
と
す
旦
二
百
名
の
と
も
 
 

ロ
ン
合
唱
隊
が
高
ら
か
に
歌
い
 
 

上
げ
ま
し
た
。
 
 

エ
ピ
ソ
ー
ド
 
 

あ
れ
こ
れ
 
 

吋画戒  
写陀tモ叩か上．ら・ユ貯  
l玖の濃サーねらPぎー，打  

電聴紳助柑 
一  

ち督もせ恨もれぽまて－  

いiE巾か－よサ）慣．●（Fか句  

う
激
励
の
電
話
診
い
た
だ
い
 
 

た
り
、
「
テ
レ
ビ
蟄
見
て
自
 
 

分
に
何
か
お
轟
い
出
来
る
 
 

こ
と
は
な
い
か
と
息
づ
た
。
 
 

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
来
な
 
 

い
か
L
と
い
う
電
帯
が
あ
っ
 
 

た
り
、
各
テ
レ
ビ
に
仲
問
た
 
 

ち
が
出
演
し
て
替
是
こ
と
 
 

も
あ
つ
て
か
、
当
日
券
峯
一
 
 

首
枚
売
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
 
 

し
で
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
 
 

も
、
多
く
の
方
か
ら
健
か
い
 
 

感
想
や
励
ま
し
の
青
葉
を
い
 
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 
 
 

ま
さ
に
五
年
の
嘗
、
 
 

も
み
じ
福
生
℡
の
蓄
 
 

電
発
表
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
 
 

し
た
が
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
 
 

を
通
じ
て
多
く
の
人
た
ち
の
 
 

広
場
を
い
た
だ
い
て
い
争
】
 
 

と
嘉
し
、
普
て
グ
ル
ー
 
 

プ
ホ
ー
ム
や
身
障
ル
ー
ム
作
 
 

り
を
は
じ
あ
、
筈
を
持
っ
 
 

た
人
た
ち
が
地
域
の
申
で
当
 
 

た
り
前
に
生
活
出
来
る
ヰ
作
 
 

り
や
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
 
 

た
鋤
く
増
作
リ
サ
日
中
活
動
 
 

の
増
作
じ
な
ど
、
将
来
構
想
 
 

に
向
け
て
藩
誓
う
と
い
う
 
 

気
持
ち
を
強
く
し
ま
し
た
。
 
 

研一たくん せわふが3つも如ていそかLかった．でもスムーズいっ  
た．  
チャレンジがおばえにぐかった．  

■もう勺■q■q」ヽ■ヽう・雪一も」ゝ」ち■も■も」ヽ上l■qヰiヰiヰも▲も」ヽ」ヽ一i－i勺■ヽ■ヽ■ヽノゝ≠iち■ヽ  

▲
1
一
－
十
十
＋
－
＋
＋
 
 
 
適
膏
 
 
 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）
 
 
 

可
算
六
国
と
も
だ
ち
コ
ン
 
 

サ
ー
ト
な
ご
覧
に
な
っ
て
の
感
 
 

想
は
？
 
 

Å
、
テ
レ
ビ
で
こ
の
コ
ン
サ
ー
 
 

ト
を
知
抒
、
発
て
本
当
に
良
 
 

か
ウ
た
ご
J
れ
ま
で
の
歩
み
、
 
 

こ
れ
か
ら
の
夢
が
良
く
分
か
り
、
 
 

応
接
し
た
い
気
持
ち
で
一
杯
に
 
 

な
っ
た
¢
 
 

A
、
あ
ま
り
知
ち
な
か
っ
た
作
 
 

業
所
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 

A
、
手
話
や
O
H
P
で
の
解
説
 
 

は
良
か
っ
允
。
 
 

A
、
大
人
数
の
合
唱
団
が
す
ぼ
 
 

ら
し
か
っ
た
。
号
」
に
行
く
ま
 
 

で
の
指
導
者
の
労
苦
が
大
変
 
 

だ
っ
た
と
嬰
っ
。
出
演
者
金
員
 
 

が
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
た
の
 
 

も
印
象
的
だ
っ
た
。
 
 

A
、
孝
二
部
の
構
成
が
ミ
ュ
ー
 
 

ジ
カ
ル
仕
立
て
で
、
内
容
も
わ
 
 

か
り
や
す
く
、
歌
も
大
変
感
動
 
 

的
だ
っ
た
。
 
 

もりもとくん   

どいくん  

イひらいくん  

ふじもとくん  

とよひささん  

ちやきさん  

うたった■ 胸咋よばやし巧タンノ叫ン）がんばった．  

ゆめをかたちにサルンジ・しんしユうホーム、このうた が  
だい↑さ  

（ダンボールでつくったゼんはんとクッキーをつかってみん  

なにみせた．〉  

くるま¢なかでおかあきんとせ摘む托んしサうした． す 
す惨いよはやし）ほすぐはすれた．  

軌－でよばやしめたいこのれんし静うきびLかった，ヤも  
てくびがも蛾くなってもがんばった．  

せりふがうぎくできた．  
かみになんかいもかいてれんし●うした．  
れんし事うのと孝もきんちょうLた．  

すずはあん至りなれでいないおとだったけれどけっこうた  
のレかった  
せんぜんいやなことはなかぅた．  

Q
、
仲
間
壷
著
、
萱
に
 
 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。
 
 

A
、
夢
に
向
か
っ
で
、
頑
張
っ
 

て
ほ
し
い
D
 
 

A
、
早
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
 
 

や
き
る
と
い
い
と
患
い
ま
す
。
 
 

A
、
第
七
回
も
や
っ
て
ほ
し
い
。
 
 

Å
、
太
平
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 
 

の
と
こ
ろ
な
ど
、
親
が
出
演
さ
 
 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的
 
 

だ
っ
た
。
 
 

A
、
私
た
ち
健
常
者
が
風
よ
け
 
 

に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
 
 

す
ね
。
 
 

A
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現
す
 
 

る
こ
と
、
表
現
で
き
学
L
夏
で
 
 

生
皐
て
い
る
実
感
が
わ
き
ま
す
。
 
 

そ
れ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
 
 

わ
ウ
て
き
ま
す
。
 
 

Å
」
地
域
に
残
っ
て
い
る
障
書
 
 

者
の
人
達
が
、
よ
り
多
く
働
け
 
 

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
 
 

と
望
讐
て
下
さ
い
。
 
 

とばくん   
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・
才
－
フ
ニ
ン
グ
の
ま
つ
り
だ
い
こ
 
 
 

墓
上
畳
ん
ば
払
凄
し
危
 
 

～
・
維
首
里
若
習
晋
呈
藁
瓶
勝
馬
 
 

く
乾
い
徴
頼
憤
 
 

を
巡
粉
で
∵
帯
 
 

⊥
轡
軋
だ
料
 
 

∵
．
エ
て
・
ト
キ
 
 

畢
普
】
恕
 
 

障
洩
り
－
搬
瀞
 
 

津
蓋
還
健
 
 

心
柔
か
夢
は
 
 

一
月
の
★
い
■
 
 

ず
し
奄
懸
軍
法
曹
箭
諒
鼻
 
 

恩
恵
盛
華
苦
慮
豊
 
 

新
江
診
ん
・
臨
調
L
貌
な
登
 
 

窄
で
し
奪
靂
愚
息
挙
宮
 
 

籠
蘭
敷
く
挑
u
 
 
 

『
夢
亀
滞
暮
…
」
 
 

が
ん
ば
り
た
い
 
 

恕
み
じ
嘗
健
太
偲
に
 
 

な
撃
て
、
審
巌
柁
馴
 
 

親
筆
し
て
ダ
ル
」
プ
醸
1
 
 

Å
・
産
婆
避
雷
巣
翠
崖
蓑
 
 

r
ヤ
ツ
サ
・
ヤ
ッ
サ
・
ヤ
ッ
サ
…
 
 

「
甘
さ
ん
（
訴
え
て
い
も
こ
と
 
 

が
し
意
首
熱
巌
軍
怒
擾
 
 

ば
払
し
い
、
空
曹
懲
哲
。
ぜ
 
 

廿
日
門
も
ヤ
ご
、
ド
ヽ
・
い
」
 
 

屋
号
言
草
登
警
琶
禿
 
 
 

親
申
董
瞬
て
い
萎
ま
 
 

健
棒
愛
し
た
．
 
 
 

笥
櫨
菅
も
涯
詔
y
 
 

班
－
ト
に
撃
て
軍
曹
る
合
 
 

唱
騨
・
、
ボ
ラ
￥
訂
す
7
の
泉
湧
 
 

製
｛
一
雷
管
ま
し
た
。
毘
 
 

－
ヲ
し
雷
管
楼
蘭
お
か
げ
で
濠
 
 

・
㍗
し
い
∵
．
．
サ
ー
ト
‥
、
な
↓
た
 
 

こ
と
姦
し
£
患
い
手
。
コ
 
 

草
餅
－
ト
湯
見
抜
駕
て
下
醤
つ
 
 

ソ
レ
・
ソ
レ
・
ソ
ー
レ
」
 
 
 

音
更
悌
の
轡
鹿
妻
 
 

に
管
恕
奪
芸
が
敷
愚
 
 

書
孟
轟
警
で
研
凄
た
齢
と
 
 

憑
い
婁
9
 
 大

儀
多
集
子
 
 

・
化
繋
い
 
 
 

濾
葦
賢
鑑
恩
考
 
 

軌
ぬ
婆
嘉
－
 
 

は
、
薇
葦
守
抱
 
 

グ
ッ
と
く
も
ん
で
†
－
 
 

か彦な謬奄引蕃艶さて書冊♭ま音  

牧畜に軟く罷級友より書つい、と嬢び  
ついつい噛先iこゎが人＝・て王  

子虔朝議精し宵とも薯むずつも㌔て蕃法♭た二‘・・  
み空気潜りくと  

諺羞慈覇頭適意癖摩鳶痛恨緩遍紅  

い野営椚以上巌＝勧雷乙種bた  

執喜粟養成鹿町姦崖う従奄ワ尭感喝  

凋も識がなくなったせいなの妙  

義番い庸子彗もの荒環野草うぎ軍感臆か－‥  

こ由迩凛孝ども密売に行か世苛み蒙』疲う掛  
少し渥釈後ろ姿家風脚毎歩宅野馳汽い潜も  

■  

触巧・悔組も軋卑   官釦損騨－もぼ娘  

吋鰍停 滞私鮒鞍廟監  、・如、こ鉾長姉覿，ご筏く牽き  

、軍・中平■卒守一y欄洩れヂ  

醐 

，  

ヽ札相打今如い熟視  
II如財鶉如嘲  

ヽ恵し！′を挺二植掬訝  

く鰯Ⅴ砂  

・ダ組一斉′か員も  をネ挿奄  

膵
…
観
 
 

ほ
 
 
 

れ
「
－
 
 j

 
 
▲
 
 

義
 
損
 
 
 

ヽ
 
 
 
 
 
、
 
 

鼻，た  
しrlない  

烏
句
 
 

＝
り
・
頼
む
 
 

叶しんち▲ウ せり▲劃†tか，た  

ほしもとさん よた、いいIたがでさて▲小一．た．  
農家よげ胸密議粟歩L曙L猟く   葦1・‥納付・  

こ野字」らに喫≪聯謹  

どうかぬ勉凄、し摩よかぜで愁り護す虔うに  

モー管よか臓寄り勒痍り）   

■
▼
 
 

声
 
 

毘
．
 
 

や宣したくん たのしか・Iた．よた▲lんはOtT．  

さぇきくみ  
もれ軋  

叫隠鮎止ん農蟹ゼ喫上野嘩鱒鱒招鞠弼粗銅輝細嶺臨海  
たのし少ウたて↑．  ㊥申や率鱒串綿桐加   

髄i■事・≠鶴  拳
、
儒
貯
凝
尊
ん
。
あ
 
 

封
乳
骨
ぎ
ん
だ
は
厳
し
ゃ
齢
盟
 
 

営
㌣
藩
足
芸
青
息
藩
投
 
 

冬
言
恐
ふ
凰
意
牽
豪
 
 

祭
蓼
思
露
蟄
笹
雪
 
 

官
尊
謹
も
た
夢
嘗
ふ
 
 

が
睾
藩
陪
強
齢
雷
ち
食
感
 
 

官
給
野
著
し
牽
・
・
㌔
 
 

最
初
ほ
展
準
御
璽
自
を
ピ
う
 
 

雪
盲
息
嘗
磯
威
儀
雷
 
 

牒
豊
思
轟
嘗
た
烏
 
 

誉
蛋
号
音
悪
習
息
貰
 
 

買
掛
間
徒
夢
か
堵
b
康
 
 

租
滞
積
ぬ
声
 
 

ゆ曖ヰん  

こさ小くん  

はくのしIlヽたになって、うたiたことがよかった．  

よ屯コン閉ら癖よ拠娘f岬ち卵徴瞥増ゃ靭  
醜軽電ぬ畏  

封如か机胤  や領ぽやと料霹ン練磨－くな名  
札u‖Ltかけなかったこ  
筍たもチ． 

■・llしtl．A  

一如－■  

呵胞鴫  
与瞥隠聾蜘：議  －．軸廠郎蝮蜘駄封麟昧．，  

穀軸貌あ海草狂女癒奴ラ頓智慮．  

3澄よぬこ逼沙髄蝕懲戯か駄舶℡無二駿も  

離乳 瑚叫轍動画榔ゲ極  

細離乳弘坤華蜘如‰  

：′鵡詳細悌覆す職  

掌紳ぬ錘き拘卓鳴鳩胸，熱  

ね
痘
研
か
べ
鞋
に
か
轟
 
 

不
豪
儀
草
脅
た
砂
婁
 
 

て
い
量
曇
竺
思
量
電
 
 

車
や
は
「
や
か
旋
法
馨
る
 
 

か
」
だ
空
涙
諒
毯
璧
忍
法
 
 

姦
淫
梁
孝
二
冨
諾
ぷ
 
 

射
－
ザ
率
－
畠
謹
ざ
荒
 
 

息
嘗
暴
で
臆
量
僅
諺
 
 

愚
挙
貴
意
蜜
忘
懲
、
 
 

嘗
掌
イ
デ
整
若
緑
私
牒
 
 

苦
言
落
認
温
風
票
諺
 
 

も
啓
法
r
叢
が
、
ノ
争
と
撃
っ
 
 

で
は
恩
師
出
煎
一
撃
皇
篭
壱
 
 

㌧
．
－
丁
．
 
 
 

ぎ
扇
蕾
苛
温
を
う
や
晋
 
 

那
、
ボ
汐
ン
訝
ギ
ア
愛
敬
髄
 
 

「
麿
温
将
官
憲
史
晶
 
 

管
う
掛
澄
匝
銃
瀞
で
去
ゑ
 
 

波乱盛拗隠加増掬u鱒鹿  
幽農烏薮鱒】鍵筆も垂犠†輌らiiろ程．蟄劇軸  

鼠ぬ鯵三 

聖も．寧おは組め堰應塑承ぬ針組婦離蛸iえてき  

も鼓 

駿印パみ  

官
署
腎
出
張
た
」
な
だ
憩
い
、
 
 

伸
駆
・
職
長
・
親
・
若
殿
僧
帯
 
 

粉
や
で
頂
軌
た
万
々
に
藤
野
 
 

粂
¢
還
霊
鷺
 
 

落
雷
で
、
蟄
警
 
 

登
嘗
董
卓
羞
芸
官
署
音
 
 

響
或
L
ね
東
野
警
青
笹
 
 

薯
の
嘗
ま
に
、
淀
健
 
 

筆
い
た
し
ま
L
で
心
よ
り
 
 

野
腎
鼠
嘗
竜
靂
苫
 
 

電
が
を
註
旨
い
ま
し
た
き
 
 

向
台
∵
厳
重
 
 

窟
稼
堅
 
 

識
感
貯
蓄
登
夢
 
 

要
零
夢
と
管
 
 

の
ト
ひ
に
重
り
に
b
み
し
 
 

窪
粛
へ
苧
．
懇
望
軍
馬
 
 

毒
星
野
訝
呈
す
 
 

ともコン轟lたのLかった．  
rモーで－T」やった．  

【 
．  

ふく臆さん  

わたなべくん  

総連もときふ  

脚〉くん   
如あ  

㊥替箇拗サ千年スを頚ぶし熱．  

ともきシヤは痩捗さや輔弼郵担桓謁  

凄池丘ぶ掛軸鳩勤埠  
射扉廟机†   
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者
掌
元
入
日
㈱
に
も
み
 
 

じ
福
祉
会
五
周
年
関
連
事
業
め
 
 

ひ
と
う
と
し
て
、
「
記
念
誇
準
 
 

を
市
立
幾
重
痕
を
お
借
り
し
 
 

て
開
催
し
ま
し
た
。
 
 

仙
雷
叩
と
し
て
は
、
全
国
の
作
 
 

業
所
作
り
運
動
の
申
で
常
に
先
 
 

もみじ福祉会5周年 言己念講演  
～ゆたか福祉会の来談や「福祉村構頒」から学ぶ～  

人としてゆたかに生きる  
講師 ゆたか福祉会，福祉村建設委員会       こむら  か え こ  28 佐藤氏見学来所（ボランティア希墓）  

3日 生括自隷軌純ト夢日算辱回・ちグルーカ  
5日 胃痛故事藩野党間査  
6日 クラブ桔勤  
78 変革一斉書率防除 ひかり協会運細鍍金  

共作遠邁紳座如4参加  

小邑 幕恵子さんを招いて～  

欝
な
役
割
を
果
た
き
れ
て
い
 
 

あ
名
古
屋
の
「
ゆ
た
か
確
牡
声
 
 

か
ら
小
邑
き
ん
に
乗
て
い
た
だ
 
 

き
ま
し
た
。
 
 
 

ゆ
た
か
麓
会
で
は
約
三
十
 
 

年
問
の
問
に
、
三
十
ケ
新
潟
に
 
 

お
よ
ぶ
授
産
や
更
正
凄
、
デ
 
 

イ
サ
ー
ビ
ス
蕃
、
グ
ル
ー
プ
 
 

ホ
ー
ム
、
騰
芸
者
診
療
所
、
福
 
 

祉
生
協
組
合
作
り
が
行
わ
れ
、
 
 

現
在
、
三
十
年
問
の
塵
史
や
実
 
 

践
を
土
台
に
「
福
祉
村
＝
葉
 
 

福
祉
村
・
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
」
 
 

作
り
が
推
進
き
れ
て
い
ま
す
。
 
 

小
色
き
ん
は
そ
の
相
牡
村
建
設
 
 

委
員
と
し
て
括
醸
さ
れ
て
お
り
、
 
 

ゆ
た
か
稲
社
会
の
歴
史
や
「
福
 
 

祉
材
構
想
」
に
つ
い
て
講
演
し
 
 

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
も
み
じ
 
 

福
祉
会
お
よ
び
広
島
め
作
莱
所
 
 

運
動
の
将
来
に
お
い
て
も
有
意
 
 

義
な
こ
と
で
ほ
な
い
か
と
い
う
 
 

こ
と
で
計
画
き
れ
呈
し
た
⇔
 
 
 

当
日
は
、
も
み
じ
滞
社
会
理
 
 

事
・
後
援
会
掌
・
保
護
者
・
 
 

仲
間
・
職
員
を
ど
関
係
者
の
他
 
 

に
、
他
作
業
所
の
方
々
や
養
護
 
 

学
校
の
先
生
、
陽
春
児
・
者
を
 
 

持
つ
親
の
方
「
学
生
き
ん
た
ち
 
 

と
幅
広
い
屑
の
方
鶴
首
二
十
名
 
 

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
Q
 
 
 

権
利
の
主
体
・
施
設
の
主
人
 
 

公
と
し
て
の
伸
脚
た
ち
の
ゆ
た
 
 

か
な
生
活
と
発
津
の
保
障
を
め
 
 

蛸ひろしまき年す研修来所  R
〓
臼
日
日
日
日
月
日
日
8
日
月
日
日
日
H
 
 

9
用
狙
鱒
∬
鱒
遁
1
9
1
早
劫
胡
叩
㍊
祁
野
胡
 
 

白石海生との合同事例検軒会巨富18）  
レス／りトl－ヱ18）  
癖柳維（「ヱ一日 か巡月・第1回）  
卑もコン真布委員会  
アかパータ「ほくらのア川エバザール」  

参加ト1日）  

ぎ
し
て
侍
ら
れ
る
稽
祉
村
で
は
、
 
 

ま
ず
は
利
用
す
る
伸
榊
．
の
人
に
 
 

と
っ
て
良
い
凄
を
の
か
、
権
 
 

利
が
守
ら
れ
て
人
間
的
な
く
ら
 
 

し
が
確
保
で
き
て
い
る
の
か
と
 
 

い
う
視
点
を
確
認
し
作
ら
れ
て
 
 

い
る
の
で
、
施
設
経
営
と
し
て
 
 

闇
董
以
上
の
取
粉
組
み
を
 
 

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
や
措
 
 

置
費
や
運
営
を
考
え
て
施
設
を
 
 

作
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
に
合
 
 

わ
せ
た
施
改
作
や
を
行
い
足
り
 
 

な
い
運
営
‡
に
つ
い
で
は
、
運
 
 

動
的
に
作
℡
て
い
く
と
い
う
意
 
 

気
込
み
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 

日
本
で
初
め
て
の
更
正
施
設
や
 
 

療
護
施
設
と
し
て
は
、
五
人
単
 
 

位
の
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス
を
基
本
 
 

と
し
て
完
全
個
室
、
あ
く
ま
で
 
 

も
利
用
す
る
障
育
を
持
つ
仲
間
 
 

の
人
権
を
し
っ
か
わ
守
っ
て
い
 
 

こ
う
と
い
う
一
‡
し
て
つ
ら
ぬ
 
 

か
れ
て
い
る
ゆ
た
か
福
祉
会
の
 
 

理
念
に
ふ
れ
感
動
し
ま
し
た
。
 
 
 

昔日広ヰ市指導監査ト4日）  
7日 広鳥刑務所矯正最出店参加  
8日 カ、記念誌：座挨会  

日
－
H
－
H
ロ
ー
日
8
ロ
H
 
 

g
畑
通
1
7
1
8
聞
出
 
 

ま
た
、
け
う
し
て
田
舎
の
隔
 
 

離
春
れ
た
雉
琴
閉
鎖
的
な
詭
 
 

設
件
り
で
は
な
く
、
村
ぞ
こ
 
 

な
ど
地
域
¢
発
展
や
老
人
福
祉
 
 

向
上
な
ど
、
陵
墓
暑
福
祉
が
地
 

域
格
牡
や
地
域
安
雄
に
貰
献
す
 
 

る
二
一
散
紀
に
向
か
っ
て
の
新
 
 

し
い
自
本
の
福
祉
薫
の
在
り
 
 

方
を
切
り
開
く
画
材
的
怠
り
 
 

組
み
へ
チ
■
ヤ
レ
ン
ジ
き
れ
て
お
 
 

り
、
も
み
じ
福
祉
会
も
現
在
、
 
 

将
轟
憩
に
基
づ
い
て
、
グ
ル
 
 

ー
プ
ホ
ー
ム
作
り
や
身
障
ホ
ー
 
 

ム
作
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
、
 
 

今
回
の
醸
演
会
で
き
ち
な
る
展
 
 

望
や
夢
が
広
が
？
た
よ
う
な
感
 
 

じ
が
し
ま
し
た
。
 
 
 

漂
の
後
「
も
み
じ
申
仲
間
 
 

た
ち
が
口
々
に
、
「
稽
牡
吋
が
 
 

出
来
た
ら
、
ぜ
ひ
見
学
を
し
て
 
 

み
た
い
。
」
「
い
い
勉
強
に
な
っ
 
 

た
㌔
「
も
つ
と
く
わ
し
＜
知
り
 
 

た
い
㌔
と
感
想
を
蘇
り
、
開
 
 

傭
者
の
問
で
も
「
福
祉
村
」
の
 
 

こ
と
が
L
き
り
に
静
題
に
上
っ
 
 

て
い
ま
し
た
。
 
 
 

今
年
の
十
月
に
は
二
空
細
 
 

工
事
が
凸
窟
す
る
予
定
と
か
さ
 
 

ぜ
ひ
、
ま
た
み
ん
な
で
見
学
に
 
 

行
う
て
学
習
し
て
い
き
た
い
と
 
 

患
い
ま
し
た
や
 
 
 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
官
尊
ん
、
 
 

参
加
さ
れ
た
皆
き
ん
、
本
当
に
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
 
 

もみ  
終日 もみじ霜社会♯如画理事会  
2叩 措泊削縄ト好日き進日・第3剛  
逓日ともロンボランティア学習会  

7日 広島市とわ懇躾会（将来構想検討委月余）  
8日 広工㈱上わボランティア来所  

墓
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
 
 

四
月
二
十
六
日
の
拙
空
ハ
回
と
 
 

も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
は
＝
予
七
盲
 
 

人
余
の
方
々
の
参
加
で
大
成
功
 
 

に
終
わ
り
ま
し
た
。
 
 
 

後
援
会
か
ら
は
、
喜
 
 

寿
に
、
竜
田
に
、
ボ
ラ
ン
テ
 
 

ィ
ア
に
、
馨
に
と
全
面
的
な
 
 

応
菅
曹
、
成
功
に
む
け
て
 
 

大
い
に
カ
を
発
揮
し
て
曹
ま
 
 

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
 
 

た
。
 
 

日
日
日
日
日
日
日
日
日
 
 

管
通
n
は
1
9
㍑
拍
述
部
 
 

♯6回ともだち℡ンサート（厚生年金会館）  

日
【
d
【
ロ
日
日
 
 

2
3
7
1
5
紺
 
 

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
凝
 
 

き
、
広
島
冊
よ
り
「
書
爾
 
 

着
生
墓
訓
練
事
業
」
の
委
 
 

託
を
受
け
、
四
月
よ
り
利
用
者
 
 

九
名
を
公
募
し
ま
し
た
さ
そ
の
 
 

賭
票
、
も
み
じ
作
業
所
の
仲
間
 
 

三
名
の
グ
料
－
プ
と
観
音
中
学
 
 

校
の
卒
業
生
で
主
に
企
葉
就
労
 
 

し
て
い
る
人
た
ち
の
団
体
「
わ
 
 

か
ば
」
の
グ
ル
ー
プ
三
名
、
在
 
 

宅
の
障
尊
者
二
名
と
も
み
じ
作
 
 

業
所
の
仲
間
一
名
の
グ
ル
ー
プ
、
 
 

啓
二
グ
ル
ー
プ
荒
島
で
帯
 
 

i
■
に
′
 
 
平
鹿
九
年
五
月
に
当
後
援
会
 
 

が
再
楷
成
き
れ
、
「
一
年
で
二
 
 

百
名
の
会
員
牽
め
ぎ
そ
っ
」
と
 
 

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
五
 
 

月
現
在
で
つ
い
に
あ
と
四
人
ま
 
 

で
迫
り
ま
し
た
8
 
 
 

特
に
、
今
回
の
と
も
だ
ち
コ
 
 

ン
サ
ー
ト
に
参
加
頂
く
中
で
、
 
 

趣
旨
に
♯
同
き
れ
、
自
主
的
に
 
 

Å
食
を
申
し
出
て
頂
い
た
方
も
 
 

多
く
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
 
 
 

平
鹿
十
蔓
は
、
将
来
構
想
 
 

第
一
期
孟
か
年
計
画
の
ス
タ
ー
 
 

日
R
－
【
□
R
日
日
 
 

飢
由
践
祁
界
 
 

ト
の
年
で
す
や
と
も
コ
ン
マ
も
 
 

訴
え
ま
し
た
ダ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
 
 

や
身
障
ホ
ー
ム
の
嘉
に
む
け
 
 

て
、
関
係
者
一
同
頑
張
り
ま
す
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
計
画
の
実
現
 
 

は
、
後
接
合
の
カ
醜
い
バ
ッ
ク
 
 

ア
ッ
プ
な
し
に
は
考
ぇ
ち
れ
ま
 
 

せ
ん
。
警
か
ら
も
い
ろ
い
 
 

ろ
な
企
画
が
漁
業
さ
れ
る
と
点
 
 

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
引
蕃
乾
き
 
 

ご
意
見
ご
支
援
を
お
堀
い
し
ま
 
 

す
。
 
 

も
み
じ
椙
社
会
茎
正
 
 

孝
面
鎗
金
を
次
の
よ
う
な
 
 

企
画
七
と
も
に
開
催
し
ま
す
。
 
 

多
く
の
警
の
皆
様
の
ご
 
 

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
¢
 
 

う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
各
 
 

グ
ル
ー
プ
二
一
箪
二
日
を
年
五
 
 

回
行
い
、
そ
の
中
で
買
い
物
、
 
 

食
事
作
り
、
溌
渾
、
公
共
憲
 
 

機
関
を
使
っ
た
外
出
な
ど
を
体
 
 

験
し
ま
す
。
今
回
は
、
企
業
修
 
 

了
し
て
い
る
障
尊
者
の
方
も
参
 
 

加
し
、
土
曜
日
か
ら
も
み
じ
の
 
 

家
で
泊
ま
り
、
月
曜
日
の
朝
、
 
 

も
み
じ
の
暴
か
ら
各
職
穆
へ
働
 
 

き
に
布
く
と
い
う
新
し
い
取
り
 
 

組
み
せ
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
 
 

し
た
。
 
 
 

六
月
二
十
二
日
に
広
島
市
役
 
 

常
に
で
、
本
人
と
そ
の
保
軍
 
 

陣
蕃
礪
祉
課
長
、
第
一
も
み
じ
 
 

作
業
所
暫
彗
指
導
鼻
・
世
話
 
 

人
等
が
出
席
し
て
入
所
或
が
行
 
 

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
t
皇
丁
人
 
 

た
ち
嘘
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
 
 

が
「
洗
渇
し
た
こ
と
が
な
い
の
 
 

で
、
や
つ
て
み
た
い
」
「
三
人
 
 

で
力
を
合
わ
せ
て
料
理
を
作
っ
 
 

て
み
た
い
」
「
郷
土
資
科
隠
が
 
 

気
に
な
る
の
で
行
ウ
て
み
た
い
」
 
 

な
ど
、
行
っ
て
み
た
い
外
出
先
 
 

や
チ
ャ
レ
ン
㌧
ジ
し
て
み
た
い
こ
 
 

と
な
ど
を
螢
表
し
ま
し
た
や
保
 
 

護
者
か
ち
廠
れ
て
、
仲
間
同
士
 
 

で
過
ご
し
、
経
験
・
体
験
を
す
 
 

考
な
か
で
、
一
人
一
人
か
何
か
 
 

を
感
じ
た
り
、
将
来
め
暮
ら
し
 
 

に
つ
い
で
考
え
た
ゃ
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
廿
 
 
 

♯
日
時
 
 

平
成
十
年
Å
月
二
十
九
日
出
 
 
 

＊
内
 
容
 
 

十
時
三
十
分
1
十
二
時
 
 
 

雄
殻
釈
明
と
 
 

参
観
・
見
学
 
 
 

十
三
時
1
十
周
時
三
十
分
 
 
 

石
倉
康
次
先
生
 
 

講
演
会
 
 
 

「
社
会
稽
牡
の
基
礎
 
 

構
造
改
革
と
は
何
か
」
 
 
 

第
〓
回
総
会
 
 

・
平
成
九
年
度
の
 
 

ま
と
め
と
墓
筈
 
 

一
平
成
十
年
匿
の
 
 

情
動
方
針
と
予
井
 
 

後
 
援
 
会
 
 

濱
 
 
春
代
春
 
 

あ
さ
も
と
は
じ
め
 
 

飛
 
鳥
 
寿
 
司
 
 

幡
 
司
あ
ゆ
み
 
 

喜
子
歌
謡
ス
ク
ー
ル
 
 

三
 
村
 
ス
エ
ノ
 
 
横
 
 

広
鳥
女
学
院
 
 

中
富
導
学
枚
、
様
 
 

「芯華惑      ご入会下さ 病
体
申
の
職
員
の
か
わ
り
 
 

に
三
月
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
 
 

働
い
て
い
ま
す
。
以
前
ょ
り
 
 

稽
祉
の
井
草
に
興
味
を
持
っ
 
 

て
い
た
の
で
、
良
い
経
験
に
 
 

も
な
る
し
、
楽
し
み
な
が
ら
 
 

働
い
て
い
ま
す
b
「
健
康
第
 
 

ご
を
モ
ッ
ト
ー
に
仲
間
と
 
 

ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
や
っ
 
 

て
い
き
た
い
と
恩
り
て
い
ま
 
 

す
。
好
き
な
こ
と
は
朝
ま
で
 
 

飲
み
明
か
す
こ
と
で
す
。
 
 

人
妻
 
直
行
そ
ん
V
 
 
 

A
久
保
屋
也
さ
ん
V
 
 
 

四
月
よ
り
職
長
に
な
り
ま
 
 

し
た
、
久
保
田
勝
也
で
す
P
 
 

実
家
は
愛
健
県
で
す
が
、
海
 
 

田
に
あ
る
福
祉
専
門
学
級
を
 
 

1
年
前
に
卒
業
し
て
も
み
じ
 
 

作
業
所
で
働
く
こ
と
に
な
り
 
 

ま
し
た
p
少
し
ず
マ
で
す
が
 
 

世
事
に
も
慣
れ
て
き
て
、
仲
 
 

間
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
 
 

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
 
 

だ
ら
け
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
 
 

お
磨
い
し
ま
す
。
 
 
 

い－  

＊年会責は、個人 2．0舶円  

団体 S－○如円（一口）です  

巳慧禦慧監慧慧慧聖霊  

こ
の
度
、
緑
あ
つ
で
六
月
か
 
 

ら
も
み
じ
福
祉
会
に
お
世
辞
に
 
 

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
 
 

は
こ
の
一
片
ま
で
老
人
施
設
で
 
 

働
い
て
お
り
、
同
じ
福
祉
関
係
 
 

で
し
た
が
、
こ
の
一
分
月
程
度
 
 

仲
間
と
同
じ
仕
事
奮
さ
せ
て
い
 
 

た
だ
い
て
、
全
く
と
青
ウ
て
い
 
 

い
ほ
ど
異
な
甘
美
も
の
だ
と
い
 
 

う
感
じ
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
 
 

れ
は
仲
間
達
の
行
政
・
地
域
の
 
 

感
知
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
 
 

の
速
い
を
含
め
て
で
す
。
自
分
 
 

の
未
熟
ざ
を
痛
感
し
、
こ
れ
か
 
 

ら
は
仲
間
と
職
員
の
方
々
か
ら
 
 

多
く
を
学
び
、
私
の
資
質
向
上
 
 

に
努
め
た
い
と
息
つ
て
い
ま
す
。
 
 
 

A
青
井
 
禿
き
ん
V
 
 

A
書
村
 
公
衰
さ
ん
V
 
 
 

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
8
 
 

四
月
か
ら
も
み
じ
で
働
い
て
い
 
 

る
、
書
付
公
安
と
い
い
ま
す
か
 
 

六
月
三
十
日
で
こ
十
五
歳
に
を
 
 

り
ま
し
た
。
今
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
 
 

プ
を
見
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
 
 

に
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

福
祉
の
農
事
を
す
る
の
は
初
 
 

め
て
で
、
分
か
ら
を
い
こ
と
も
 
 

多
い
で
す
が
、
い
つ
も
前
向
き
 
 

で
薫
り
た
い
と
患
い
ま
す
。
 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
や
 
 
 


